
主目的 4 15 3

副目的

款 項 目 大 中

目的

（対象をどの様な

状態にするのか）

　保存が不可能な埋蔵文化財について、調査、記録、保存をおこない、後世に伝える。

内容

（手段）

◆25年度実施内容

　職員が中心となり、アルバイト作業員を指揮し、遺跡範囲確認調査、発掘調査等を実施、

出土遺物を整理し、埋蔵文化財の記録を保存した。一部の発掘調査については、委託で実

施した。

　アルバイト作業員数30人、出土遺物は民俗資料保存施設に保存。

（発掘調査）藤島町居屋敷遺跡第４次（200㎡）、天王塚遺跡（65㎡）、

　　　　　　　　南外山遺跡39次（900㎡）、南外山遺跡40次（35㎡）

（範囲確認調査）竹林遺跡（4㎡）、市之久田養光寺前遺跡（4㎡）、南外山遺跡（2㎡）、

                     松山遺跡（3㎡）、巾上遺跡（2㎡）、小塚山遺跡（9㎡）、巾上遺跡（5㎡）、

　　　　　　　　　南外山遺跡（8㎡）

◆25年度直接経費の内訳

　測量委託料（1,837千円）

文化振興課

文化財係

3

文化財保護法

6

平成３０年度以降

文化振興

総合計画

分野別計画

予算区分

事業期間

小牧固有の歴史・文化遺産を保全・活用します

2

平成１２年度以前

教育文化

10

～

根拠法令・個別計画

5

担当部

担当係

事業番号 397

平成26年度 事務事業評価シート平成26年度 事務事業評価シート平成26年度 事務事業評価シート平成26年度 事務事業評価シート

教育委員会事務局

事事事事

　　　　

　　　　

業業業業

　　　　

　　　　

のののの

　　　　

　　　　

概概概概

　　　　

　　　　

要要要要

一般会計 担当課

事務事業名 文化財発掘調査保存事業

会計区分 事業類型 法定受託系

単位

千円

人

千円

人

千円

千円

％

千円

千円

千円

受益者負担

Ｈ26予算額

（手段）

Ｈ23決算額

13,01213,995

0.60

　測量委託料（1,837千円）

　埋蔵文化財発掘調査委託料（藤島町居屋敷遺跡第４次）（6,092千円）

　電子計算機借上料（埋蔵文化財地図情報システムの借上）（660千円）

　発掘用機材借上料（現場事務所、仮設トイレ等）（1,031千円）

　発掘調査埋戻し等工事費（1,672千円）

　その他、発掘調査作業員賃金、消耗品費等(15,991千円）

◆26年度直接経費の内訳

　埋蔵文化財地理情報システム修正委託料（2,600千円）

　電子計算機借上料（埋蔵文化財地図情報システムの借上）（563千円）

　発掘用機材借上料（現場事務所、仮設トイレ等）（600千円）

　その他、発掘調査作業員賃金、消耗品費等（9,249千円）
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事業の

達成状況

　発掘調査及び範囲確認調査あわせて1,237㎡を実施し、開発によって失われた遺跡

の記録を保存した。
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事業実施におけ

る課題

　発掘調査員やアルバイト作業員の人数に限りがあるので、発掘調査及び範囲確認

調査が重複した場合には、発掘調査の工程に無理が生じる恐れがある。
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一次評価のとおり。維　持

方向性の判定

事業を縮小・

廃止したときの

影響

判　定　理　由方向性の判定

維　持

平成２６年度については、公共の大規模開発が予定されていなかったため、予算要求

時には民間委託は検討しなかったが、業務の効率化には必要であるため、平成２７

年度予算要求に向けて、情報収集・検討に努める。
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の改善案

　費用対効果も考慮しつつ、積極的に委託の可能性について引き続き検討し、業務

の効率化を図る。また、発掘調査現地説明会を開催する等、情報公開に努める。

実実実実

施施施施
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果果果果

　開発によって失われた遺跡の記録保存は確実に実施されたが、委託化など、より一

層の業務の効率化を調査研究する必要がある。

判定理由

　文化財保護法に基づく発掘調査等の手続きが行えず、国民共有の貴重な財産であ

る埋蔵文化財の記録保存や活用が行えなくなる。

事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの

（対象や手段を見直す場合も含む）

２６年度における

事業の改善・見

直し内容（新規追

加事項、廃止・削

減事項等）


